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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2025年４月 24日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2024年 11月 20日開示

「2025 年３月期 中間決算短信〔日本基準〕(連結)」にて公表いたしました 2025 年３月期（2024 年４月１日

～2025年３月 31日）の通期連結業績予想を下記の通り修正致しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025年３月期 通期連結業績予想の修正（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

                               （単位：百万円） 

 連 結 

売 上 高 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株 当 た り 

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,500 160 170 128 232.72円 

今回修正予想（Ｂ） 3,325 86 107 85 154.54円 

増 減 額 （ Ｂ - Ａ ） △175 △74 △63 △43  

増 減 率 （ ％ ） △5.0 △46.2 △37.0 △33.5  

（参考）前期連結実績

（2024 年３月期） 
3,079 143 138 116 210.99円 

 

２．修正の理由 

 

請負契約でのソフトウェア開発案件において、開発工数の見積り誤りにより予定工数を大幅に超えたた

め納期遅延を引き起こし、そのコスト増を他の案件で吸収できなかったことにより利益が大幅減となりま

した。また当該案件の納期遅延により後続案件の受注が遅れたことも更なる利益の押し下げ要因となって

おります。上記により、営業利益、経常利益は前回見通しを大幅に下回る見込みです。 

なお見積り誤りについては、発注元から提示された開発条件の曖昧性除去およびリスクに対する検討が

不十分であったことが主要因でした。今回の結果を受け、見積り精度向上に向けて、社内見積りプロセス

の再確認と徹底、強化策の追加により、見積り誤りの再発防止策を実施しております。 

 

（注)本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

以 上 

 


